
北本市パートナーシップ宣誓制度一部改正（案） 

イ ファミリーシップの導入 

 

１ 背景・目的 

 パートナーシップ宣誓制度は婚姻と異なり、法的な関係性を創設するもので

はなく、宣誓しても相手方の家族と親族関係にはなりません。 

 このことから、パートナーシップ宣誓制度利用者の二人を基本に、その子や親

など家族との関係を宣誓証明書等に記載することにより、公に証明することを

目的とします。 

 

２ ファミリーシップの定義 

 

 

 

 

３ ファミリーシップの手続き方法 

 パートナーシップ宣誓をした者及び宣誓をしようとする者が、市職員の面前

において、北本市ファミリーシップ記載届出書に記入し、ファミリーシップの関

係にある者の住民票の写し及び関係性の分かる書類を添えて市長に届け出ます。 

 

４ ファミリーシップを利用すると 

 パートナーシップ宣誓証明書及び宣誓証明カードにファミリーシップの関係

にある者の氏名を記載します 

 

５ ファミリーシップの効果 

 子の送り迎えや親の入院時の対応などで関係性が証明できることが考えられ

ます。また、すでに埼玉県内３０市町村がファミリーシップを導入しており、自

治体間連携協定での転入をよりスムーズにします。 

 

６ ファミリーシップの関係にある者の意思の尊重 

 ⑴ ファミリーシップの届出には、宣誓証明書等への氏名の記載について、フ

ァミリーシップの関係にある者の年齢、発達段階等に合わせて説明を行う

とともに、その者の意思を十分に尊重することを要件とします。 

 ⑵ 氏名の記載について、ファミリーシップの関係にある本人から氏名の記載

の削除を年齢に関わらず申し立てることができることとします。 

  

資料３ 

 パートナーシップの関係にある者が、その一方又は双方と生計を同じくする

子（養子を含む。）、親（養親を含む。）その他市長が認める者と家族として尊

重し、協力し合う関係です。 



（案） 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリーシップの追加 

ファミリーシップの追加 



 


